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ト
カ
ラ
の
各
島
で
教
育
体
験
を
す
る
院
生
た
ち

ト
カ
ラ
の
島
々
で
の
教
育
体
験
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

梶
田
　
叡
一

　
　
（
兵
庫
教
育
大
学
長
）

　
夏
休
み
明
け
の
九
月
、
兵
庫
教
育
大
学
の
大
学
院
生
九
人
が
ト
カ
ラ
列
島
の
有
人
七
島
の
小
中
学
校
に
分
担
し
て
赴
き
、
各
自
一

週
聞
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
教
育
活
動
に
参
画
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ト
カ
ラ
列
島
は
、
鹿
児
島
県
の
薩
南
諸

島
に
属
し
、
行
政
的
に
は
十
島
村
で
あ
る
。
屋
久
島
と
奄
美
大
島
の
問
に
位
置
し
、
黒
潮
に
洗
わ
れ
る
温
暖
な
気
候
で
亜
熱
帯
植
物

の
宝
庫
と
い
う
。
た
だ
し
、
島
か
ら
島
へ
の
移
動
手
段
は
村
営
の
定
期
船
の
み
で
あ
り
、
天
候
が
悪
化
し
て
欠
航
す
れ
ば
、
少
な
く

と
も
数
日
間
、
島
は
孤
立
状
態
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
院
生
諸
君
は
、
強
烈
な
日
差
し
の
中
で
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
地
で
様
々
な
調
査
を
行
い
、
校
長
先
生
や
教
員
の
方
々
、
さ
ら
に
は

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
下
さ
る
方
々
か
ら
、
数
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
帰
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
兵
庫
教
育
大
学
は
、
三
〇
年
近
く
前
に
新
構
想
大
学
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
（
続
い
て
上
越
教
育
大
学
、
鳴
門

教
育
大
学
が
設
立
さ
れ
た
）
。
「
優
れ
た
教
員
の
養
成
と
研
修
」
を
使
命
と
す
る
個
性
的
な
大
学
で
あ
り
、
学
部
に
約
七
〇
〇
人
、
大
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学
院
修
士
課
程
に
同
じ
く
約
七
〇
〇
人
が
在
籍
し
、
ま
た
兵
庫
教
育
大
学
を
中
心
と
す
る
四
大
学
で
構
成
さ
れ
る
連
合
大
学
院
博
士

課
程
に
約
一
〇
〇
人
の
院
生
を
擁
し
て
い
る
。
修
士
課
程
の
院
生
の
約
四
割
二
七
〇
人
は
現
職
の
教
員
で
あ
り
、
ま
た
博
士
課
程
の

在
籍
者
に
も
現
職
の
教
員
が
多
い
。
さ
ら
に
は
、
学
部
卒
業
者
の
教
員
採
用
率
は
八
割
を
超
え
、
毎
年
全
国
の
大
学
の
中
で
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
実
績
を
持
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
教
育
一
色
の
大
学
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

　
今
回
の
ト
カ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
の
N
君
も
、
三
重
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
二
年
間
修
士
課
程
で
研
究
す
る
三
八
歳
の

現
職
教
員
（
県
立
高
校
の
地
歴
公
民
担
当
の
教
師
）
で
あ
る
。
そ
し
て
他
の
八
人
（
女
子
二
名
・
男
子
六
名
）
は
、
教
職
を
目
指
す

ス
ト
レ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
（
多
様
な
大
学
を
卒
業
後
、
本
学
の
修
士
課
程
に
進
学
）
で
あ
る
。
自
分
自
身
が
受
け
て
き
た
学
校
教
育

が
都
市
部
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
将
来
に
お
い
て
も
都
市
部
の
学
校
の
教
壇
に
立
つ
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、
離
島
と
い
う
僻
地
で

の
少
人
数
教
育
の
実
情
を
体
験
し
よ
う
と
い
う
の
が
主
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ト
カ
ラ
の
無
垢
に
近
い
大
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
と
心
の
交
流
を
し
た
い
、
と
い
う
強
い
思
い
も
あ
る
と
い
う
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
N
君
は
、
昨
年
八
月
、
ト
カ
ラ
列
島
の
中
之
島
に
赴
い
て
中
之
島
小
中
学
校
を
訪
ね
、
校
長
や
教
員
の
方
に
学
校
内

外
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
現
地
で
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
数
多
く
の
御
教
示
を
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
帰
途
、
鹿
児
島

市
に
あ
る
十
島
村
役
場
を
訪
ね
、
教
育
委
員
会
事
務
局
と
企
画
観
光
課
の
方
々
か
ら
、
丁
寧
な
説
明
と
多
量
の
資
料
を
頂
い
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
体
験
と
資
料
に
基
づ
き
、
N
君
の
呼
び
か
け
に
集
ま
っ
た
総
員
九
人
の
院
生
に
よ
っ
て
昨
年
一
〇
月
に
ト
カ
ラ
研

究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
週
一
回
の
ぺ
ー
ス
で
会
合
を
持
ち
、
メ
ン
バ
ー
が
順
に
、
ト
カ
ラ
列
島
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
離
島
の
教

育
、
僻
地
教
育
に
つ
い
て
発
表
し
、
話
し
合
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

離
島
で
何
を
体
験
実
習
す
る
の
か

　
一
つ
の
島
に
一
つ
の
小
中
学
校
し
か
な
い
の
で
、
口
之
島
小
中
学
校
と
平
島
小
中
学
校
に
は
二
人
連
れ
で
赴
く
が
、
他
の
中
之
島

小
中
学
校
、
平
島
小
中
学
校
諏
訪
之
瀬
島
分
校
、
悪
石
島
小
中
学
校
、
宝
島
小
中
学
校
子
宝
島
分
校
、
宝
島
小
中
学
校
の
五
校
に
は
、

3
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そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
赴
く
こ
と
に
な
る
。
民
家
に
泊
ま
り
、
現
地
校
で
の
授
業
に
も
可
能
な
限
り
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
（
九
人
の
院
生

全
員
が
教
員
免
許
を
既
に
持
っ
て
い
る
）
。
特
に
全
校
で
の
教
育
活
動
、
体
育
や
総
合
的
な
学
習
、
自
分
の
教
員
免
許
に
関
係
し
た
教

科
の
授
業
に
は
参
加
し
た
い
旨
、
予
め
現
地
校
の
校
長
先
生
ら
に
依
頼
し
て
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
校
内
の
清
掃
や
雑
務
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
給
食
を
共
に
し
、
児
童
生
徒
か
ら
島
の
生
活
に
つ
い
て
話
を
聞
き
た
い
と
い

う
。
さ
ら
に
は
、
島
の
地
形
や
植
生
、
産
物
等
を
調
査
し
、
島
の
伝
統
的
な
食
事
の
食
材
を
調
べ
、
釣
り
も
試
み
、
牧
場
な
ど
が
あ

る
島
で
は
そ
の
見
物
も
お
願
い
し
、
と
盛
り
沢
山
の
予
定
が
組
ま
れ
て
い
る
。
島
の
「
観
光
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
意
欲
を
燃
や
す
院

生
も
い
る
。

　
こ
う
し
た
ト
カ
ラ
列
島
で
の
教
育
体
験
に
つ
い
て
は
、
一
一
月
の
学
園
祭
の
際
に
学
内
報
告
会
と
資
料
展
示
会
が
持
た
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
学
園
祭
で
は
、
宝
島
の
N
P
O
法
人
「
ト
カ
ラ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
ト
カ

ラ
列
島
の
食
材
を
用
い
た
模
擬
店
の
出
店
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

大
学
と
し
て
ど
う
関
わ
る
か

　
大
学
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
性
格
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ど
う
関
わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
生
委
員
会
の
委
員
の
諸
氏
、

そ
し
て
事
務
局
の
学
生
支
援
課
の
諸
氏
も
苦
慮
し
た
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
ま
た
実
効

性
を
持
つ
形
で
実
施
す
る
に
は
、
大
学
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、

ど
こ
ま
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
学
と
し
て
責
任
が
持
て
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
の
過
程
で
、
「
大
学
と
し
て
は
一
切
関
わ
り
を
持
た
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
・
ユ
恩
見
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
院
生
有
志
が
個
人
の
責
任
で
活
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
大
学
の
研
究
教
育
活
動
と
の
必
然
的
な
関
係
は
見
出

し
難
い
。
従
っ
て
誤
解
を
生
ま
ぬ
よ
う
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
名
称
「
兵
庫
教
育
大
学
ト
カ
ラ
研
究
会
」
か
ら
大
学
名
も
外
し
て
も
ら

っ
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
一
理
あ
る
意
見
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
し
、
我
々
は
最
終
的
に
こ
の
グ
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ル
ー
プ
の
今
回
の
ト
カ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
で
き
る
だ
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
、
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。
理
由
は
簡
単
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
も
内
容
も
、
兵
庫
教
育
大
学
の
使
命
と
す
る
「
優
れ
た
教
員
の
養
成
と
研
修
」
に
直
結
す
る
も
の

で
あ
り
、
院
生
達
が
自
発
的
自
主
的
に
こ
う
し
た
活
動
を
行
う
と
い
う
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
そ
う

し
た
学
生
諸
活
動
は
積
極
的
に
支
援
助
成
す
る
の
が
大
学
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
に
立
っ
て
、
特
に
学
生
委
員
長
の
N
教
授
（
学
長
特
別
補
佐
）
と
学
生
支
援
課
の
丁
主
査
が
中
心
と
な
り
、
リ

ー
ダ
ー
の
N
君
を
は
じ
め
ト
カ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
i
諸
君
に
対
し
て
様
々
な
助
言
と
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
主
な

も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
学
長
名
で
大
学
か
ら
十
島
村
教
育
長
へ
の
依
頼
状
を
発
送
。

（
二
）
現
地
滞
在
中
の
危
機
対
応
（
病
気
や
怪
我
の
際
の
具
体
的
対
応
策
・
荒
天
に
よ
り
滞
在
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
対

　
応
策
等
）
に
つ
い
て
の
計
画
書
を
大
学
に
提
出
。

（
三
）
傷
害
保
険
・
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
。

（
四
）
現
地
滞
在
中
に
お
け
る
各
メ
ン
バ
ー
と
丁
主
査
と
の
間
の
連
絡
体
制
の
確
保
。

　
私
自
身
、
こ
の
ト
カ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
全
員
と
学
長
室
で
懇
談
の
機
会
を
持
ち
、
今
回
の
離
島
で
の
教
育
体
験
と

い
う
企
画
に
非
常
に
心
打
た
れ
た
。
「
最
近
の
若
者
は
…
こ
と
い
う
形
で
、
学
生
達
の
生
活
態
度
の
安
易
さ
、
日
常
性
へ
の
埋
没
と

目
先
の
も
の
だ
け
へ
の
関
心
、
意
欲
と
冒
険
心
の
欠
如
、
等
々
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
で
あ
る
。
ト
カ
ラ
の
離
島
で
、
基
本
的
に

分
散
し
つ
つ
相
互
に
連
携
し
て
、
自
分
達
の
将
来
の
教
職
生
活
に
お
い
て
極
め
て
意
義
あ
る
体
験
を
、
計
画
的
か
つ
能
動
的
に
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
話
は
、
聞
く
だ
け
で
も
嬉
し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
小
・
中
・
高
校
の
教
師
に
対
し
て
、
社
会
体
験
の
欠

如
か
ら
く
る
視
野
の
狭
さ
と
独
善
性
を
指
摘
す
る
声
の
強
い
昨
今
で
あ
る
だ
け
に
、
兵
庫
教
育
大
学
の
使
命
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
い

っ
て
も
、
大
き
く
歓
迎
し
、
期
待
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
秋
の
学
園
祭
で
の
成
果
発
表
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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